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英領インド帝国は、都合三回、旧都デリーにおいて「インペリアル・ダーバー
（デリー・ダーバー）
」と呼ばれる大規
模な政治儀礼を行った。これらは、新たにイギリス国王＝インド皇帝が誕生する機会を利用し、印象的で特徴的なイヴェントを実施することを通じて、英領インド帝国という政治単位からの、インド社 に対するソフト・パワーを強化する試みだった、と考えられる
）（
（
。
インペリアル・ダーバーをめぐる大まかな経緯は、次のようである。一八七七年、イギリス女王ヴィクトリアのイン
ド皇帝位就任を宣言するために、インド副王エドワード・ロバート・リット の下で最初のインペリアル・ダーバーが行なわれ
（当時は「インペリアル・アセンブラージュ」と称された）
、その政治儀礼としての原型が定められた。一九〇三
年、ヴィクトリアの逝去によってエドワード七世がイギリス国王＝ ンド皇帝となったことを宣言するため 、インド
33
副王ジョージ・ナサニエル・カーゾンが二度目のインペリアル・ダーバーを企画し、実施した。ムガール帝国の伝統に近代国家イギリスが生み出した政治システムを接合する、いわば「ハイブリッドな権力」がイギリスによるインド支配なのだ、とのメッセージを、豪華で、多彩なイヴェントを通じて発することを企図していた
）（
（
。さらに一九一一年には、
エドワード七世 逝去によってイギリス国王＝インド皇帝となったジョージ五世自らがインドへと乗り込んで、三度目のインペリアル・ダーバーを実施した。一九一一年ダーバーの基本的なアイディアは、一九〇三年のそれの焼き直しだったが、わずか数年の後に豪奢なイヴェントがあえて再演された は、ジョージ五世がそれ 強く望み、インド副王チャールズ・ハーディングも、そのようにする必要性が高いと判断し から だった
）3
（
。
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英領インド史上、インペリアル・ダーバーが最大規模で行われた政治儀礼ないしイヴェントであったことは、従来か
らもちろん認識されていた。しかし、政治史的な文脈では、 「イギリス帝国の絶頂期において、イギ ス人たち の権勢をインド人たちに見せつける めに行った、華麗ではあったが、本質的には空疎な自己陶酔的 ヴェント」だった、と位置づけられ、バーナード・コ ンが一八七七年ダーバー 関して行った研究をほぼ唯一の例外として 本格的な研究は長く行われなかった
）（
（
。同論文においてコーンは、詳細で具体的な分析を一八七七年ダーバーに施した上で、英領イ
ンド時代のダーバーは、インド社会に存在していた主要な政治儀礼を、イギリス人が自分たちに理解しうる形で、また、自分たちにとって都合のよい形に換骨奪胎して利用し ものだった、との結論を導い
これに対して近年、インペリアル・ダーバーについて新たな視角を提起したのが、デイヴィッド・キャナダインであ
3（
る
）（
（
。キャナダインは、一九世紀以降のイギリス帝国の歴史全体を解き明かすことを目指して、 「オーナメンタリズム論」
を唱えた。すなわち、イギリス人たちは、彼らの階級主義的な社会観に基づいてイギリス帝国社会を形成しようとしていたのであり、その際には、装飾的な装置
（オーナメント）
が熱心に利用された、とする。そして、イギリス人たちの
そうし オーナメンタリズムの典型的な表現が、インペリアル・ダーバーだった、と。しかし、キャナダインの主張はアイディアの提示にとどまる部分が多く、実証的裏付けが希薄だった。また、インペリアル・ダーバーの開催がインド社会に対してど ような効果を及ぼしたのかという、メッセージの受け手側を分析する必要への関心が乏しかった。ただし、コーンが、一九〇三年ダーバーを設営したカーゾン 一八七七年ダーバー 強く意識し、そ 原型からはずれないことだけを心がけた、と述べていた に対 て、キャナダインは、むしろカ ゾンこそがインペリアル・ダーバーのアイディアを構築する上で最もオリジナル 貢献を行なった、と述べており、これは非常に重要な指摘だと思われる
）（
（
。
他方、英領インド史に言及しているわけではなく、また、歴史学研究のために生み出された概念ですらないのだが、
オーナメンタリズム論の課題意識と通底する部分 持ちな ら、より明快に また、より包括的な形で、政治権力 文化的側面を解釈するための枠組みを提起したのが、国際政治学者ジョセフ・Ｓ・ナ のソフト・パワ 論だ と考えられる
）（
（
。ナイは、現代国際政治のありようを説明するために、ある国際政治上の単位が行使しうるパワーには二つの種類
がある、と指摘した。彼によれば その一つは、他 国際政治上 単位 威圧する軍事力・経済力などのハード・パワーで り もう一つは、他の国際政治上の単位を魅惑す ソフト・パワーである。インペリアル・ダーバ というイヴェントを成立させた中核的な要素の一つは、 「イギリス君主制の権威ない 魅力」だった。そしてイギリス君主制は、イギリスという国にとり、そのソフト・パワーの源泉の一つと て、現在も機能し続けている。インペリアバーという歴史上の事象を分析するのにあたっても、ナ の ソフト・パワー論を援用するのは有益な試みだ、
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と考えられる。
キャナダイン、ナイの視角に共通するのは、人々が、ある「社会」
（ないし国家）
に関して抱く「イメージ」に注目し、
その形成 、それが現実政治の展開に及ぼす影響を測ろうとするところにある、と思われる。それでは、 「社会」に関する「イメージ」とは、どのようにして創られるものなのか。それは、次のようなプロセスをたどるのが一般的であろう。あ 社会が、大規模で激しい事態
（事件）
を経験することにより、それ以前に存在した、その社会について人々が
抱いていた「イメージ」が解体する。しかし、ほとんど時を置かず、解体した「イメージ」のディテールも活用しながら、新たな社会の「イメージ」が構築され始める。
一九世紀のインド亜大陸においては、 「ムガール帝国というイメージ」が徐々に解体され、それと同時に、そのディ
テールを活用することによって、 「英領インド帝国というイメージ」が構築されていった。極端な言い方をすれば、英領インド帝国は「ムガール帝国というイメージ」を主題とす テーマパークになっていたのかもしれず、そのようなテーマパークの「メイン・キャラクター」が インド社会の藩王たちだったのかもしれな
い
）（
（
。そしてインペリアル・
ダーバ は、インド亜大陸にお て伝統的に行われてきた君 即位儀礼
（
raj tilak ）
を換骨奪胎し、テーマパークに
おける最大の「祝祭」として行われたも だった。イギリス人たちは、インペリアル・ダーバーを通じて、インド亜大陸に住む人々に「英領 ンド帝国」を名乗る 社会」の メージ 理解させ、自分たちはその中で生きてい のだ、という意識を受け入れさせること 期待してい はずである
他方、インペリアル・ダーバーは、王室を含むイギリスの伝統的な支配層が、彼ら自身が社会的に生き延びることを
目的として、自ら 変化させ、また、彼らをとりまく環境を変化させようとしてそれに働きかけ、一定の成功を収めた実例でもあった。具体的に言えば 三度のインペリアル・ダーバーを通じて提起され、洗練され い 、 「イギリス
3（
権力は、多元的で多文化的なインド社会おいて、唯一の公平で超越的な調停者である」との、 「植民地支配を正当化するための最後の砦」とも言うべき主張は、イギリス王室ないしはそれに近い伝統的な支配層から案出されたものであり、それを補正したヴァージョンは、植民地支配終了後も、イギリス王権がイギリス連邦の統合の象徴としてとどまることで、王権と旧植民地社会のつながりを可能にしている。
キャナダインやナイなどが提起した、このような問題意識を共有しつつ、また、文化史への一般的な関心の高まりも
背景として 近年、インペリアル・ダーバーに関しては、視覚メディア史的な観点からの研究成果が、急速に蓄積されつつある
）（
（
。従来、研究者たちによって「時代遅れの、滑稽で誇大妄想的なイヴェント」として軽視されることの多かっ
たインペリアル・ダーバーが、民衆的な部分も含めて、インド社会全体が関わった、興味深い歴史上の事象として捉えられ始めており、とりわけ、視覚メディア史的観点を持ち込むことにより、こうしたイヴェントが、インド社会全体との関係の中で持っていた
（かもしれない）
意義について、それを問い直そうとする研究が増加している。
インド社会、イギリス社会一般の文脈では、二〇〇三年、二〇一一年が、それぞれ一九〇三年ダーバー 一九一一年
ダーバーが行われてから百周年にあたっており、両社会の出版・メディア業界が それこそ「メディア・イヴェント」を求めたこと 、インペリアル・ダーバ 研究の活性化に貢献したと考えられる。
以下では、英領インド帝国が行った、三度のインペリアル・ダーバーを通じての「イメージ」の創出について、視覚
メディア史的な観点から現在どのような研究が行わ ている かを概観 、今後の展開の方向性を探りたい。
???
?
?
?
一八七七年ダーバーについては、それを記録し、伝達する視覚メディアとしては、なお絵画が最も有力であり、イ
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ヴェントのありようをフレームにおさめた写真の数は限られていた。他方、一九〇三年ダーバーに際しても多くの絵画が制作されたが、この時期には、より活発に写真が撮影されるようになっていた。一般の人々が簡易 操作できる写真機が出回るようになっており、こうした人々が、私的な目的から、インペリアル・ダーバーにまつわる情景を多くの写真に撮り、残した。映画に関しても、一九〇三年ダーバーを組織したインド副王カーゾンが、ダーバーのありようを映像に残すことに熱心だったため、それを撮影 ようとする幾つかの団体に 撮影場所などに関して多大な便宜が図られた。一九一一年ダーバーに際しては 絵画は インペリアル・ダ バーを記録する視覚メディアと の主役の地位を、写真・映画 よって完全に奪われ 。同年のダーバ では、ジョージ五世自身がインドへと赴き、イヴェントの主役を演じることになったため、英印両社会 関心はさら 高まって り それを受けて、一九〇三年の際に比べて、より多くの写真が撮影され、 り多くの団体が記録映画を撮影すること なった。
それでは、それぞれの視覚メディアが記録したインペリアル・ダーバーのありように関して、メディア史的観点から
の研究は、現在、どのような状況になっているのか。手短に言えば、絵画に関 研究はほとんど行われておらず、映画に関する研究も緒に就いたばかりである。他方、写真に関する研究は急速 進展している。
絵画に関する研究の乏しさは、何に起因するのか。インペリアル・ダーバーのように、大規模で多彩なイヴェントを
記録するための視覚メディアとしては、単純に、写真・映像の方が適しており、一九〇三年ダ バー、一九一 年ダーバーに関しては、制作された絵画の数も限られているため、研究者 食指が動かない いうことなのかもしれない。しかし、言わば、インペリアル・ダーバーの「もう 方の主役」である藩王たち
（ 「本来の主役」は、イギリス国王＝イ
ンド皇帝）
を描いた肖像画に関しては、研究状況は非常に活発である。絵画は、イヴェント全体を記録するメディアと
しては写真・映像に比べて劣るが、イヴェントに際して主要な役割を演じ 人々のありよう 近接した形で捉え メ
3（
ディアとしては、なお大きな力を有している、とみなされ、多くの作品が残された。そしてそれらに基づく研究も活発に行われている、ということなのであろう。
インペリアル・ダーバーのありようを捉えた映画に関しては、徐々に研究が進められているが、それほど活発とは言
えない。こうした状態は 活用すること きる資料の乏しさに起因している。一九〇三年ダーバーは映画化されはしたものの、撮影され 絶対量が限られていた。他方、一九一一年ダーバーに関しては、かなりの量の映画が作成されたが、今日まで生き延びることができた、研究の めの素材は多くない。従って、専門的な研究としては、一九〇三年ダーバーのありようを収めた映画について、二本の論文があるだけであり
）（1
（
、あとは、インド映画史の概説書などで、先
駆的なドキュメンタリー映画のジャンルとし 「ダーバー映画」が存在した、と語ら るのにとどまっている
）（（
（
。
一九一一年ダーバーに際してジョージ五世は、英領インド帝国の首都をカルカッタからデリーへ移すことを宣言した。
当初は、シャージャハナバード
（デリーの旧市街）
に隣接する形で、その北方に存在したイギリス人たちの居住区域を
拡充することが考えられ 。しかし結局、シャージャハナバード 南方に、全く新しい形で「ニューデリー」が建設されることになった
（シャージャハナバードは「オールドデリー」と呼ばれることになる）
。このようにニューデリーは、そ
の誕生のきっかけがインペリアル・ダーバ あっ わけだが、話はそれだけにとどまらなかった。ニュ デリー 都市構造そのものが、インペリアル・ダー という政治儀礼の延長線上にあったから、である。ニューデリーは インペリアル・ダーバー 生じさせた効果を、いわば常時醸し出すための「メディア」 ることを意図されて構築 た都市だった。つまり、ニューデリーは、インペリアル・ダーバーを主要なモチーフとする「テーマパーク」でもあ た。ニューデリーの造営は、イギリス人 ちがインドを支配して た期間全体を通じても 最 規模の建築プロジェクトだった。従って、それについての研究の蓄積 それなりに豊 なものである。そし それらの研究 おいては、ほぼ必
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ず、上記のような理由から、インペリアル・ダーバーとニューデリー造営の間の関連が取り上げられている。
以上のような状態を前提にして、インペリアル・ダーバーに関する視覚メディア史的研究の中で、特に高まりを見せ
ているテーマとしては、大きく三つの流れが存在する、と言えそうである。すなわち、①イヴェントとしてのダーバーそのものを捉えた、大量の写真を素材とする研究、②ダーバーの「も 一方の主役」だった藩王たちを捉えた、大量の肖像画・肖像写真を素材とする研究、③ニューデリー造営を焦点 する、英領インド帝国時代の建築物への関心を反映する研究、である。
以下では、①～③のそれぞれについて、特に注目すべき研究を紹介してみたい。
???
???????????????????????????????
後に、イギリス帝国の歴史に関する一般向けの著述 多く著わすことになるジャン・モリスが、一九八二年の時点で
『帝国の見世物―スタイル、効果、パックス・ブリタニカ』を刊行しており、おそらくこれが、写真を素材とするダーバー研究の先駆だった
）（1
（
。同書の第一章はイギリス帝国各地で行われた種々の政治的イヴェントを捉えた写真・絵画を紹
介しており、その中では、一九〇三年ダーバーにまつわる写真・絵画が、とりわけて重要な地位を与えられている。
既に触れたように、二〇一一年が一九一一年ダーバーから百周年にあたっていたため、その前後に、同ダ バーを主
題とする著述が幾つも刊行され、その中では写真資料が多用されていた。例えば ラーマ ／アガ ワルが『一九一年のデリー・ダーバー―決定版』を刊行し、一九一一年ダーバ の経緯について その事実関係を具体的、簡潔にまめている
）（1
（
。また、一九一一年ダーバーを見物するためにインドを訪れた、イギリスの貴族階級に属する女性が撮影した
多数の写真が発見されたため、彼女 日記とともに それら 写真 紹介す 著述も刊行された
）（1
（
。
（0
しかし、こうした流れの中で際立って重要だったと考えられるのは、ジュリー・コーデルが編者を務めた『権力と抵
抗―三度のデリー即位ダーバー』である
）（1
（
。ニューデリーに所在するアルカジ財団が、現在、三度のインペリアル・ダー
バーに関連する写真の収集を精力的に行っており、それらを存分に活用して編まれたのが、本書だった。九つの論文から構成され、冒頭 章では、三度のデリー・ダーバーについて編者コーデルが解説を行っている。続く第二章は、トポグラフィー的な観点から三度 デリー・ダーバーを捉えようとする。第三章は、どのような人々 三度のデリー・ダーバーを写真に収めたのかを分析し、第四章は、ニザ ム
（ハイデラバードの藩王）
がデリー・ダーバーに参加した経緯
を分析する。第五章では、編者コーデルが、必ずしもダ バーそのものにはとらわれない形で、藩王たちの肖像写真を分析している。第六章は、デリー・ダ バーに際してのハイデラバードのダヤル・スタジオの活動を分析する。第七章では、デリー・ダーバーにおいてララ ィ ン・ ヤル
（ダヤル・スタジオの経営者）
が、帝国主義／植民地主義的な
視点と 大きく異な 視点から写真撮影 行なっていた、との主張が展開される。第八章は、デリー・ダーバーを見つめる一般民衆が写真のフレ ム られたありようを分析し、掉尾の第九章では デリー・ダーバーを捉えた写真の中では、帝国主義や植民地主義を暗示するのが直線であり 逆に曲線はそれらへの抵抗を暗示する、との主張 行われている。
???
?????????????????????????????????????????????
英領インド帝国時代の藩王たちを捉えた肖像画・肖像写真に関 て、一九八〇年代前半に二つの著述が刊行された。
その一つがクラーク・ワーシクの『藩王たちのインド―ラジャ・ ィ ン・ダヤ の残 た写真
　
一八八四年から一
九一〇年まで』であり、ニザーム、ダヤル、そしてニザー とダヤル 関係が簡潔に紹介された後、ダヤルが撮影し、
インペリアル・ダーバーに関する視覚メディア史的研究の現状と展望（（
その子孫が保持していた写真が豊富に示されている
）（1
（
。続いて一九八一年には、ジュディス・ガットマンが『インドの眼
を通して』を刊行し、その第四章「誰が写真家たちだったのか？」の中でダヤルが言及され、インドールのマハラジャをダヤルが撮影した肖像写真が示されている
）（1
（
。第五章「彩色写真」ではニザームからの注文に応えてダヤルが撮影した
写真が示されており、また、ダヤルの作品ではないが、インドの藩王層、貴族層に属する人物たちを撮影した肖像写真が多く紹介されている。第六章「文化の多くの層」でも、ニザームからの注文でダヤルの撮影した写真が複数枚掲げられている。
この分野での研究が急速に進展したのも二〇〇〇年代に入ってからであり、やはり、一九〇三年ダーバー、一九一一
年ダーバーの百周年がきっかけだったであろう。まず、ダヤルその人の名をタイトルにした著述が、二〇〇三年にナレンドラ・ルーサーによって刊行された
）（1
（
。同書には、現在のイギリス皇太子チャールズが前文を寄せており、ダヤルがニ
ザームのお抱え写真家であ ただけでなく、イギリス王室とも密接な関係を有していた、と主張 ている
）（1
（
。
さらに二〇〇八年に、ロージー・ルーウェリン＝ジョーンズが編者となって刊行された『インド藩王国の肖像画―一
七〇〇年から一九四七年まで』は、藩王たちの肖像画・肖像写真に関する本格的 学問的著述として、おそらく初めてのものである
）11
（
。諸藩王家における王およびその家族たちの肖像画の系譜、来印したイギリス人肖像画家たちがもたらし
た影響、藩王たちが自らの表象に関して宝石や洋服をど ように用いたのか、藩王たちを した肖像写真の系譜、インド大反乱以降 藩王たちの表象の仕方の変遷などについての章から構成され る
）1（
（
。
二〇〇九年には、一九世紀後半のインド社会において西洋絵画の手法をマスターし、藩王たち、およびその周辺の
人々の肖像画を数多く残し ことでも知られるラヴィ・ヴァルマに関して、新たな伝記がディーパンジャナ・パルによって刊行された
）11
（
。さらに、ヴァルマについては、二〇一〇年にルピカ・チョーラによって、現時点での決定版とみな
（（
すべき研究が刊行された
）11
（
。とりわけ興味深いのは、自らもトラヴァンコア藩王家の出身だったヴァルマが、幾人かの藩
王たちとの間で持った関係を分析した章と、オレオグラフを用いてヴァルマが自らの作品を量産し、その結果、インド社会全体の美意識にまで影響を及ぼすことになった経緯を明らかにした章である
）11
（
。
二〇一三年には、 「藩王たちの肖像写真家」ダヤルに関して、やはり現段階での決定版的な著述が刊行された。
ディーパリ・ディワンとデボラ・ハットンの共著、 『ラジャ・ディーン・ダヤル―一九世紀インドの芸術家＝写真家』であり、アルカジ財団所蔵の大規模な写真コレクションを活用している
）11
（
。
???
???????????????????????????????????????
ニューデリー造営についての研究としては、一九八一年に刊行されたロバート・アーヴィングの『インディアン・サ
マー―ラッチェンス、ベイカー、帝国 首都 リー』が、先駆的な重要性を持っている
）11
（
。同書の主人公は、ラッチェン
スとベイカーという、ニューデリ の設計を委ねられた二人の個性 イギリス人建築家であり、彼らが「帝国の首都としてのデリー」をどのようにイメージしていたのか、そしてインド政庁との交渉 通じ 、そうしたアイディアがどのように具体化されていったのかを明らかに よう した。
他方、やはり一九八一年に、一九世紀から二十世紀前半にかけてのデリーの通史を描く、ナラヤニ グプタの『二つ
の帝国のあいだのデリ 一八〇三年から一九三一年まで』が刊行された
）11
（
。同書は、ムガール帝国の都としてのオール
ドデリーと英領インド帝国の都としてのニューデリーを 時間的にも地理的にも統合して考えるべきだ、との発想を前面に押し出した初めての研究だった。
一九八〇年代には、英領インド期の建築全般についても、歴史家たちのあいだで関心の高まりが生じた。ニューデ
インペリアル・ダーバーに関する視覚メディア史的研究の現状と展望（3
リーは英領インド期の建築を集大成する場所でもあったため、そのような視角
（建築物への関心）
から、ニューデリー
の造営が、いわば背景的に触れられることになった。初期の研究としては、一九八三年に刊行されたジャン・モリスとサイモン・ウィンチェスターの『帝国の礎石―ラージの建築群』があり、英領インド期にニューデリーなどに建てられたイギリス的建築物を数多く紹介していた
）11
（
。また、一九八九年には、トーマス・メトカーフが、英領インド期の建築を
素材とすることで、文化と権力の関係につ て明らかにしようする作業の成果を刊行しており、とりわけ、インド＝サラセニック様式の流行と、ニューデリー 造営に注目していた
）11
（
。
一九九〇年代には、ニューデリー造営に関してとりわけて注目すべき研究は現われなかったが、二〇〇〇年代に入る
と、ニューデリーの造営／英領インド期の建築に関する研究書の刊行が、目立って増え始めた。や り、一九〇三年と一九一一年ダーバ 百周年に触発されていた、と考えられる。二〇〇一年に刊行された『ニューデリーに関する千年祭本』は カルカッタからの遷都以後、現在に至るまで デリーのありようを 多面的に捉 ようと い
た
）11
（
。ま
た、二〇〇二年に刊行されたアンドレアス フォルヴァーゼン 国 デリー―インド帝国 おけるイギリスの首都』は ニューデリー造営にまつわる主要な論点を網羅的にカバー 、しかも、それぞれについ 分析と実証を尽くしている
）1（
（
。さらにフォルヴァーゼンは、二〇〇四年に英領インド帝国時代のイギリス的建築物全般に関する著述も刊行し
た
）11
（
。他方、二〇〇五年に刊行されたジョティ・ホサグラハルの『現地の近代性―建築 都市主義の交渉』は、オールドデ
リーとニューデリーの関係ないし関連を重視すべきだ、とあらためて主張していた
）11
（
。二〇〇七年に刊行されたスティー
ヴン・レッグの『植民地主義の空間―デリーの都市的統治性』でも オールド ニューデリーが、別個の のとして統治されながら、互いに影響を与えあってきた事実が探られている
）11
（
。二〇〇九年には、マルヴィカ・シングとラド
（（
ラングシュ・ムカジーによって『ニューデリー―首都の形成』が刊行された。同書は、ニューデリー造営の過程を捉えた大量の写真を紹介しており、その中には広大な建築現場を上空から撮影した写真も多数含まれている。ニューデリーという都市全体が帝国のモニュメントとなる ずであって、そ ようなモニュメントが創造されていく過程さえも、「帝国建設の神話」の一部として語り継いでいくために、これらの写真が準備されたのであろ
う
）11
（
。さらに二〇一二年に
は、視覚メディア史的観点を前面に出しながら、オールドデリーとニューデリーの連続性ないしは複合性を明らかにしようとする研究が二冊刊行されており、共にＪ・Ｐ・ロスティが編者である。 『デリー―レッド・フォートからライジナへ』は、ムガール帝国の都としてのシャージャハナバード
（＝オールドデリー）
のイメージ、シャージャハナバード
での人々の生活のありよ 、シャージャハナバードの建築物、 の造営についての章から構成されている
）11
（
。
『デリー
　
三六〇度』は、インド大反乱直前の時期に、イギリス人植民地官僚からの注文に応じてインド人画家が作成
した、デリー城の一角からシャージャハナバードを三六〇度にわたって見渡す形で精細に記録したパノラマ絵画を分析している
）11
（
。
二〇一五年には、デイヴィッド・Ａ・ジョンソンが『ニューデリー―最後の帝国都市』を刊行した
）11
（
。ニューデリー造
営に関わる総合的な研究として 最新のものと思われる。ニューデリーの造営が決定され、実現されていったプロセスを、イギリス帝国史、インド近代史の双方 文脈の中で、政治的、社会的、経済的側面に注目しつつ 多面的に論じようとしている
）11
（
。
インペリアル・ダーバーに関する視覚メディア史的研究の現状と展望（（
?
?
????????????????????????
以下では、前節で見たような、インペリアル・ダーバーに関する視覚メディア史的観点からの研究の進展を踏まえて、
今後は、さらにどのような課題に注目し、また、どのような仕方でそれにアプローチしていくことが可能なのかについて、考えたい。
???
? ????????????????????????????????????????????????
一八五七年以前
（インド大反乱が発生する以前）
、イギリス人たちは、インド社会に対する彼らの支配を、被支配者で
あるインド人に明瞭に理解させるための「イメージ」を提起する必要性に関して、関心が乏しかった
（そのようにする
必要性を、感じていなかった）
。実はこれこそが、インド人たちが、イギリス東インド会社という権力のありように違和
感を抱いた主要な理由であり、インド大反乱を発生させる契機の一つともなった、と考えられる。
しかし、インド大反乱を鎮圧した後、 「英領インド帝国というイメージ」を、その「建国の物語」に基づいて構築し
ようとする動きが、イギリス人たちの間でもようやく生じ始めた。そして彼らは、英領インド帝国の「建国の物語」のタイムラインは次のようなものになる、と想定した。・
 セポイの反乱が生じたが、イギリス人たちの軍事力が、それを徹底的に鎮圧した。ただし反乱 鎮圧に際しては、東インド会社への忠誠を維持した ンド人兵士たち、イギリス人たちを支持した藩王 ちからの協力が不可欠だった。
・
 セポ の反乱が鎮圧された後、ヴィクト ア女王のインド社会全体に対する宣言が発布され
（一八五八年一月一日）
。
それにより、イギリス王権がインドを直轄支配することが明示された。
（（
・ 最後のムガール皇帝を被告とする裁判がラール・キラ
（デリーにおける、ムガール皇帝の居城）
で行われ、その結果、
彼はビルマへ流刑にされた
（一八五八年）
。
・イギリス皇太子がインドへの公式訪問を行った
（一八七五―七六年）
。
・建国の物語の「大団円」として、ヴィクトリア女王が「インド女帝」に就任することが決定された
（一八七六年）
。
???
 ???????????????????????????????????????????????????
一八七七年、イギリス人たちは、インド社会が保持する「権力」についてのイメージを再生し、活用するために、イ
ンド社会の王権が伝統的に行なってきたダーバーの慣行を換骨奪胎して利用した。そして、これ以後、イギリス国王＝インド皇帝の即位ないし治世の継続を祝う めにデリーで行われた儀礼
（イヴェント）
は、 「英領インド帝国というイ
メージ」を定期的に更新し、活性化させるため 装置となり、ほぼ十年おきに行われることになった。すなわち、一八八七年のゴールデン・ジュビリー、一八九七年 ダイアモンド・ジュビリー、一九〇三年のインペリアル・ダーバー、一九一一年のインペリアル・ダーバー、一九二一年の皇太子のインド訪問、一九三一年のニューデリ の開市式、である。
こうしたイヴェントでは、英領インド帝国を支える二つの柱
（英領インド軍と藩王たち）
が、イギリス国王＝インド皇
帝に対して忠誠を誓う様子が、イ ド社会全体に向けて体感的に、また、種々 メディアを通じて提示され れは同時に、 「英領インド帝国というイメー 」の、主要なセ ルスポイントを強調しようとするものでもあった。すなわ
インペリアル・ダーバーに関する視覚メディア史的研究の現状と展望（（
ち、インド社会にとっての①安全の保証と、②継続性の保証である。より具体的に言えば、①英領インド軍の存在により、インド社会は内乱の危険を免れ、外敵の脅威から保護されている、との思いをインド人たちの多くに抱かせる。②藩王たちの存在を通じて、 「新たな悪
（権力の争奪をめぐる、インド社会の混乱）
よりは、既に知っている悪
（英領インド
帝国による 人種差別的な支配）
の方がましだ」との思いを彼らに受け入れさせることができる、と考えられていた。
???
?????????????????????????????????????????????
本来、インド社会において、新たな君主が即位を宣言し、権力者たちがそれを認証するダーバーは、 「一般公開」を
前提にして行われてはいなかった
（権力者たちの間でだけ行われる儀式だった）
。しかしイギリス人たちは、回を重ねるご
とに、彼らのダーバーの公開性を高めていった。これは、イギリス人たちが 一九世紀後半におけ イギリス本国社会の「大衆化」を背景にして、政治イヴェ ト 公開で行うことの効果と、そ 重要性を再び認識するようになっていたから、でもあった。
ルネサンス期においてヨーロッパの国王たちは、社会全般との「交歓」を演出するイヴェント
（たとえば、入市式）
を熱心に行った
）11
（
。とりわけイギリス社会の政治のありようには、 「演劇的な伝統」が強く存在してい
た
）1（
（
。しかし、絶対
王政が終了して以後、イギリス王室に関し 、ロイヤル・イヴェントは一定 「閉ざされた空間」で行われることが多くなった。イギリス王室が再び「公開イヴェント」に積極的に関わる
（それを主導する）
ようになったきっかけ
は、一八五一年の万国博覧会だった
）11
（
。これが、イギリス社会における大衆的メディアが出現する時期と重なっていたの
は、偶然ではないであろう。
（（
???
???????????????????????????????????
インペリアル・ダーバーは、人々の「ツーリズム的な移動」に伴う、人類社会のグローバル化を促進する効果も伴っ
ていた。イギリス人たちは、ツーリズムの振興によって「英領インド帝国というイメージ」を対内的にも対外的にも公式化する、という政治上の目的意識を有していた。しかし彼らの心中には、経済的な意図も当然存在した。移動手段の発展
（蒸気船、鉄道）
と、大衆的消費者がある程度豊かになったことで、移動にかかるコストを厭わなくなりつつあっ
たことが重要だった。
イギリス王室は、既に一九世紀後半の段階で、ツーリズムを促進しようとする色彩の濃い形で、そ メンバーをヨー
ロッパ域外の社会へ派遣し始めていた。先鞭をつけたのが、皇太子時代のエドワード七世の海外訪問だった。彼はまず一八六〇年にカナダ・アメリカを訪問し、 「大きな成功」を収め
た
）11
（
。一八六二年には、中東を訪れ、そして一八七五
―七六年にインドを訪問した。デ ーにつ ては、イギリス人たちにとっては既に一八六〇年代 観光地化しつつあり、一八七〇年までには外国人ツーリスト一般にとっても十分に「 スペクタブル」な場所になっていた、 される
）11
（
。
メディア・イヴェント化された形での皇太子の「インド公式訪問」 よって、外国人ツーリスト よるインド観光に拍車がかけられた、と考えられる。
とりわけ、一九〇三年ダーバーの主導者だったインド副王カーゾンは、観光地としてのインドの開発可能性を強く意
識していた。カーゾン自身が、当時のイギリス社会の統治エリートの中で 際立って「ツーリスト的」な心性の持ち主だった。カーゾンは ムガール帝国 代のさまざまなモニュメントを修復・保全し、それらを活用することに熱だった。こうしたカーゾンの姿勢については、現在のインド社会にお て、文化財保護政策的な観点からだけでは く、ツーリズムの振興という点か も評価する機運が生じている
）11
（
。
インペリアル・ダーバーに関する視覚メディア史的研究の現状と展望（（
他方、インド社会の側では、イギリス人たちにより、こうした政治イヴェントを経験させられることを通じて、英領
インド帝国が「国民国家ではない」ことを痛切に意識する者たちが現れつつあった。彼らの間では、英領インド帝国という「虚像」が、観光客、メディアを通じて、他の国民国家によって認証されてしまうことへ 焦燥感が強まっていった。しかし、それと同時に彼らは、インペリアル・ダーバー的なメディア・イヴェントを通じて、他の国民国家の視線を自分たちの目的
（真のインド国民国家の樹立）
のために活用することができるのではないか、ということにも気づき始
めていた
）11
（
。
上記の（一）～（四）の課題に取り組むのにあたって 以下のようなアプローチを用いることが有用なのではない
か。（一）については、 「建国の物語」のタイムラインは、基本的には「事実」に基づいていたのであろうが、実際にはそれは、多くの場合に
（とりわけ、視覚）
メディアを通じてイギリス社会、インド社会に対して提起され、両社会を構成
する人々によって「記憶」されることになった「情報」だった。こうした
（視覚）
メディアの提起する「事実」の表象
（情報）
が累積していくことにより、 「英領インド帝国というイメージ」が準備されたのではないか。
（二）については、インペリアル・ダーバー的イヴェントが、ほぼ十年おきに意識的に繰り返されたことに注目したい。そのようにすることで、インペリアル・ダーバー 本質が、 「英領インド帝国」という名の「商品」を、英領インド軍と藩王たちの存在を二大セールスポイントとしてインド社会に売り込むための、 「広告戦略」で
（も）
あったこと
が浮かび上がってくるので ない（三）については、インペリアル・ダーバーというイヴェントが、どのような
（視覚）
メディアによって表象・伝達
（0
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